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研究成果の概要 

住環境の安定化から巨大閉鎖空間都市（深海都市や宇宙ステーション）構想がなされているが，全て閉

鎖空間である．災害の中でも，人が住む限り，深海・宇宙，全ての空間でも火災は必ず発生し，煙中で

の避難挙動にパニックやフリーズを含める必要がある．本研究では巨大閉鎖空間火災時の避難挙動を

求めるために，視認性に着目し，模型・実大実験で得てきた計測結果で特に遅い避難者，更に 2022年

度に実施した実大実験結果についてアンケートによる感情，情動（感情による生体反応を伴う変化），

煙による視認性と避難挙動との関係を調べた． 

１）パニック・フリーズに関する調査 

パニック・フリーズ等の非理性的挙動に関する文献調査を脳科学，心理学，行動学から調べた．調査し

た結果を参考に，生体反応と情動，そして行動を測定・構造方程式モデル化したが，その主体的評価で

ある感情と生体反応の情動の関係を調べた．その結果，数秒から 10秒程度停止し，動けなくなるフリ

ーズ行動が一定程度観察された．特に速度が遅い被験者は，停止する挙動が多くみられた．これらの共

通点を調べ，遅かった被験者の特徴を取りまとめ，Fridolfらが提唱する「遅い人」の特徴を求めるこ

とで，Fridolfらが提唱する中程度の速度や速い人との比較を Difference in Differences解析にて行

った． 

２）迷子に関する調査 

道に迷う挙動について，感情との関係を調査した．これまで煙中の迷子については，研究代表者らの結

果報告のみであったが，本実験結果からも道に迷う「迷子」が一定程度発生した．迷子挙動の共通点を

心理学，行動学から調査中であり，心理学・行動学との相関・因果関係を調査中である． 
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